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第4回定例会の主な会議日程
l　I月25日本会議（代表質問）

　26日本会議（代表質問、一般質問

　27日本会議（一般質問、議案の付託

　30日常任委員会
12月2日特別委員会
　　3日本会議（議案の議決）
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多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
日
本
の
経
済
状
況
は
、
一
向
に
好
転
の
兆

　
　
し
を
見
せ
ず
、
区
民
生
活
は
依
然
と
し
て
大

　
　
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
区
の
財
政
状

　
　
況
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
区
は
、
こ
の
不
況
へ
の
対
策
と
し
て
、
区

　
　
内
中
小
企
業
へ
の
緊
急
融
資
の
拡
充
や
、
区

W
騰
．

懸
緩

身
体
障
害
者
自
立
体
験

ホ
ー
ム
条
例
な
ど
を
可
決

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
区
．
長
か
ら
2
2
の

案
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

●
条
例
の
新
設
　
　
　
1
件
（
金
員
賛
成
）

O
身
体
障
害
者
自
立
体
験
ホ
ー
ム
条
例

　
身
体
障
害
者
が
自
立
体
験
な
ど
を
行
え
る

　
施
設
「
な
か
ま
っ
ち
」
（
中
町
2
丁
目
η
1

　
2
1
）
を
設
置
す
る
。

●
条
例
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
件

O
財
団
法
人
へ
の
助
成
条
例

（
馨
轟
総
数
麟
）

　
該
当
財
団
に
新
設
さ
れ
る
（
仮
称
）
世
田

　
谷
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
を
追
加
す
る
。

○
監
査
委
員
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
法
律
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

○
保
育
実
施
条
例
（
全
員
賛
、
成
）

　
延
長
保
育
の
自
毛
事
業
化
に
伴
い
、
区
で

　
徴
収
す
る
延
長
保
育
料
の
対
象
と
な
る
保

　
育
を
、
区
立
園
の
保
育
に
限
定
す
る
。

O
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
デ
イ
・
ホ
ー
ム
上
北
沢
（
上
北
沢
1
丁
目

　
2
8
1
1
7
）
を
新
設
す
る
。

○
特
養
ホ
ー
ム
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
上
北
沢
ホ
ー
ム
（
上
北
沢
1
．
1
目
2
8
1
1
7
）

　
を
新
設
す
る
。

○
生
業
資
金
貸
付
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
貸
付
限
度
額
・
利
率
な
ど
を
変
更
し
た
。

O
区
営
住
宅
管
理
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
都
か
ら
移
管
さ
れ
た
次
の
住
宅
を
区
営
住

　
宅
と
す
る
。

ア
パ
ー
ト
名

所
在
地

北
烏
山
8
r
目

北
鳥
山
8
丁
目
9

千
歳
台
－
丁
日
策
2

千
歳
台
－
r
目
3
5
・
3
6

弦
巻
2
丁
目
弦
巻
2
丁
目
1
5

○
高
齢
者
借
上
げ
専
用
住
宅
条
例

（
護
多
騰
黙
新
畷
杢
弩
民
」

　
慶
幸
荘
（
八
幡
山
3
丁
目
1
8
－
B
）
を
廃

　
止
す
る
。

○
公
園
条
例
（
全
員
賛
成
）

○
身
近
な
広
場
条
例
（
全
員
賛
成
）

！
以
上
2
件
は
、
公
園
体
系
の
整
備
に
伴
い
、

　
名
称
を
変
更
し
た
こ
と
な
ど
。

O
地
区
計
画
区
域
内
の
建
築
物
制
限
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
適
用
地
区
に
「
砧
5
丁
目
地
区
地
区
整
備

　
計
画
」
を
加
え
る
。

●
財
産
の
取
得
　
　
　
1
件
（
全
員
賛
成
V

O
街
づ
く
り
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器

　
購
入
機
器
1
小
型
．
電
算
機
一
式
な
ど

　
金
額

1
二
億
ヒ
九
〇
万
円

●
負
担
附
贈
、
与
の
受
入
れ
　
　
　
　
　
1
件

　
（
全
員
賛
成
）

　
都
か
ら
区
営
住
宅
と
し
て
、
北
鳥
山
8
丁

　
目
ア
パ
ー
ト
ほ
か
2
件
の
負
担
附
贈
与
を

　
受
け
る
。

●
区
道
路
線
の
認
定
・
変
更
・
廃
止
　
5
件

’菟 変
1一忍， 卜《．

【L 更 ｝L ラ♪

梅 糸蚤 一1ヒ 丁

斤． 4
．1誇

山
多

，茂

一『 所
1 1』

1 兄 5
丁

I　l

13
1’ 8 r

目 在
目
5
0

14

16

口
5
5

r
目
1

17
18 地

56 19

33 236 125 88 86 ，延1も

〔84 50 95 06 80 11■

）

●
教
育
委
員
任
命
の
同
意
1
件
（
全
員
賛
成
）

　
せ
と
ぐ
ち
　
あ
つ
こ

　
瀬
戸
口
　
敦
子
　
65
歳
（
新
任
V

●
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
和
解
　
　
　
1
件

　
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
5
年
に
区
立
巾
学
校
の
プ
ー
ル
で
発

　
生
し
た
生
徒
の
負
傷
事
故
に
係
る
損
害
賠

　
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
、
都
と
連
帯
し
て
、

　
和
解
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
　
　
1
件

　
（
全
員
賛
成
）

　
次
の
候
補
者
を
法
務
大
臣
あ
て
に
推
薦
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

　
う
め
だ
　
　
し
げ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
梅
田
　
電
男

た
か
く
ぼ
み
ち
こ

高
久
保
道
子

い
い
だ
　
き
　
く
　
こ

飯
田
喜
久
子

松考　小こ
原嘗　松考

曉童　英宅
　る　昭嚢

（
下
馬
5
丁
日
9
1
2

無
職
再
任
）

（
豪
徳
寺
1
丁
目
2
5
　
3

無
職
再
任
）

（
上
用
賀
1
丁
目
3
1
1
0

無
職
再
任
）

（
奥
沢
5
丁
日
2
5
1
n

医
師
再
任
）

（
下
馬
6
丁
口
3
8
1
2
0

弁
護
士
再
任
）

　
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
審

議
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の
（
全
員
賛
成
）

◆
趣
旨
採
択
し
た
も
の
　
　
　
　
　
5
件

○
知
的
障
害
者
の
生
活
の
場
を
保
障
し
そ
の

　
充
実
を
図
る
た
め
の
施
策
を
求
め
る
請
願

○
保
育
時
間
の
延
長
に
関
す
る
陳
情

○
㈱
コ
ジ
マ
用
賀
店
出
店
に
関
す
る
陳
情

○
東
京
都
の
民
間
保
育
所
に
対
す
る
保
育
所

　
運
営
費
に
関
す
る
陳
情

○
砧
南
小
学
校
区
に
「
学
童
ク
ラ
ブ
」
の
設

　
置
を
求
め
る
請
願

◆
取
り
下
げ
を
承
認
し
た
も
の
　
　
　
1
件

○
世
田
谷
区
の
乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度
の

　
所
得
制
限
の
撤
廃
を
求
め
る
請
願

新
し
く
出
さ
れ
た
も
の

◆
企
画
総
務
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
2
件

○
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
き

　
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
ぺ
；
ジ
ヘ
，
規
く

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
の
寄
附
行
為
や
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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（
平
成
1
0
年
1
2
月
1
7
日
現
在
）

　
新
年
を
迎
え
、
区
民
の
皆
様
に
私
達
の
抱

負
と
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
区
民
生
活

は
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
賃
金

カ
ッ
ト
、
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
、
そ
し
て
解
雇
。

民
間
企
業
で
は
涙
を
の
ん
で
リ
ス
ト
ラ
し
生

き
残
り
の
た
め
に
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努

力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
行
政
（
世
田
谷
区
）
は
、
バ
ブ
ル
景

気
で
「
あ
れ
も
や
ろ
う
」
「
こ
れ
も
や
ろ
う
」

と
肥
大
化
さ
せ
た
事
業
・
組
織
を
整
理
し
き

れ
ず
、
大
き
な
借
金
を
か
か
え
た
状
況
で
す
。

　
自
民
党
区
議
団
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関

と
し
て
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
求
め
具
体

的
な
提
言
を
行
い
、
区
長
に
実
現
を
迫
っ
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
政
の
対
応
は
遅

々
と
し
て
進
ま
ず
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
区
民
の
皆
様
に
議
会
人
と
し
て
、
申
し
訳

な
く
思
う
と
と
も
に
、
そ
れ
な
ら
ば
政
治
の

責
任
に
お
い
て
行
政
改
革
を
断
行
し
よ
う
と
、

昨
年
九
月
、
区
が
直
接
担
う
事
業
は
「
区
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
施
策
や
義
務
教
育
、

都
市
計
画
な
ど
、
行
政
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
事
業
」
に
限
定
し
、
他
の
事
業
は
民
間
委

託
、
支
援
に
よ
り
、
景
気
、
雇
用
対
策
も
合

わ
せ
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

な
く
実
行
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
言
わ
ば
「
小
さ
な
行
政
」
宣
言
で
あ
り
、

政
治
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
公
約
と
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
退
職

予
定
者
数
を
下
回
る
新
規
採
用
計
画
を
立
て
、

10

年
間
で
全
職
員
の
約
二
割
千
名
の
職
員
削

減
を
行
い
、
同
時
に
区
議
会
議
員
定
数
も
十

名
削
減
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

あらき　　　ぎいち

荒木　義一
桜上水1一イー7－201

　智3302－7485

こたに　　まさる

小谷　勝
　梅丘1－10－14

　費3420－2338

　
　
　
　
　
　
　
筋
吉

　
　
　
　
　
　
　
笑
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　

　
　
　
　
　
　
　
ら
寸
馬
34

　
　
　
　
　
可
鱗
下
・

いしづか　　いっしん

石塚　一信
　赤堤5－30－12

　雪3322－4472

こ　はた　　　としお

小畑　敏雄
　成城4－19－7

　智3484－8848

にった　 かっみ

新田　勝己
等々力5－25－16－202

　盈5706－8487

い　そはた　　こう　じ

五十畑　孝司
経堂f－11－4五十畑ビル50

　　費3429－0238

う　だがわ　　くにいち

宇田川　国一
　上馬2－18－12

　歪蟄3410－2838

うちやま　　たけじ

内山　武次
　上馬4－27－11

　盈3422－1940

しし　ど　　のりお

宍戸　教男
　松原3－29－18

　智3323－7223

ひらやま　　はちろう

平山　八郎
　祖師谷5－3－2

　智3482－5700

すがぬま

菅沼　っとむ
　桜新町1－14－18

　智3428－2161

まなべ　　よしゆき

真鍋　欣之
粕谷H6－15－301

　奮3329－4812

葱
　
　

　
　
　
　
　
　
　
す
金

おおば　　やすのぶ

大場　康宣
上馬2－1－7

　歪至3424－4701

ちかおか　しゅうすけ

近岡　秀輔
奥沢1－11－16

　歪蟄3720－4498

きむら　　ゆきお

木村　幸雄
上野毛1－14－7

　智3704－6395

つちだ　　　まさ　と

土田　正人
代田6－18－9

歪｝3468－0457

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

やまのうち　　あきら

山内彰
池尻4－29－18

歪至3411－1488
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昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
日
本
共
産
党
は
、

二
十
三
議
席
へ
躍
進
し
予
算
を
伴
う
法
律
案

の
提
案
権
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
都
知
事
、
都
議
補
選
、
区
長
・
区

議
会
議
員
選
挙
の
年
で
す
。
さ
ら
に
解
散
・

総
選
挙
を
実
現
し
「
消
費
税
を
三
％
に
」
「
社

会
保
障
の
充
実
を
」
な
ど
の
区
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
政
治
に
生
か
し
「
国
民
・
区
民
が

主
人
公
」
の
政
治
の
実
現
の
た
め
に
今
年
も

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
深
刻
な
不
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
大
場
区

政
は
区
民
生
活
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
保
育
料

な
ど
公
共
料
金
を
値
上
げ
し
、
敬
老
金
の
廃

止
、
学
校
給
食
の
民
間
委
託
推
進
な
ど
区
民

福
祉
の
切
り
捨
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
東
急
本
位
の
二
子
玉
川
再
開
発
に

は
、
今
後
一
千
億
円
の
税
金
を
つ
ぎ
こ
む
計

画
で
す
。

　
い
ま
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
は
七
百
人
を
超

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含
途人に図　円階　待でを閣　まの　導　　　　　　　　1

轍簸1蔀薩鍔畢磐舞羅新i
営コ』至ななて区田の変も対参題最長き新で　　　　　　 1
をス議施状いの谷でわ投策院に悪銀心風と　　　　　　宅

薯魏響響韓難諜鷲麟雛風i
が持よし　　計もせきの私生一な価申いま　　　　　　も
重ちり、て財　一危鬼な㊨たし生じのしごす　　　　　　1

輪糠讐黎瀟藩重毒。21　1
Q的一めを　億段　期ま金内。に円先指　　　　　　　 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯

え
、
福
祉
・
く
ら
し
優
先
の
区
政
が
必
要
で

す
。
日
本
共
産
党
は
、
住
民
不
在
の
大
場
区

政
か
ら
区
民
が
主
人
公
の
福
祉
優
先
の
区
政

に
転
換
す
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

就
学
前
児
童
の
医
療
費
無
料
化
、
区
が
債
務

保
証
す
る
中
小
企
業
融
資
な
ど
の
施
策
を
実

現
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
福
祉
・
く
ら
し
を

守
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

・
保
育
料
の
再
値
上
げ
中
止
。

・
特
養
ホ
ー
ム
・
保
育
園
の
増
設
。

・
中
小
企
業
へ
の
直
接
貸
付
の
制
度
の
創
設
、

　
商
店
街
灯
の
全
額
助
成
。

・
三
十
人
学
級
を
実
現
、

と
り
あ
る
教
育
を
。

先
生
の
増
員
で
ゆ

さくらい　　みのる

桜井　稔
三軒茶屋↑一6－11

岱5481－2928

　
私
た
ち
新
風
2
1
は
、
来
る
都
区
制
度
改
革

や
介
護
保
険
の
実
施
に
向
け
て
、
総
合
的
で
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
立
を
目
指

し
、
併
せ
て
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教

育
の
問
題
、
緑
の
確
保
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹

底
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
初
め
と
す
る
環
境

間
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
風
2
1
を
結
成
し
て
か
ら
ま
も
な
く
4
年

が
経
過
し
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
間
、
政
治

や
社
会
の
仕
組
み
を
根
本
的
に
見
直
し
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
し
ん

会
の
閉
塞
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
遇
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
も
行
動
し
て
い
き
ま
す
！

　
本
年
が
、
明
る
く
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こいずみ　　たま　こ

小泉珠子
宇奈根3－14－28

　費34↑5－0305

　ささお　　　とし

笹尾　淑
南烏山2－8－1－1

　奮3308－24↑3

鳥
解

たなか　　　み　よ　こ

田中　美代子
船橋7－8－2－108

　費3484－0104

　
　
　
　
　
　
　
　
む
ネ

やまざ、き　　はるしげ

山崎　治茂
　赤堤3－31－15

　歪宝3321－0597

さいとう　　　　　　　こ

斉藤　りえ子
　祖師谷6－23－9

　智3483－6276

　にしむら　　たかし

　西村　孝
上北沢1－2牛5上北沢コーポ2

　　麿3329－4687

はなわ　 ともふみ

花輪　智史
　代沢雫一5－14

　智3422－1729

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
お
夫
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
肋
孝
ヨ
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
猛
翻

　
　
　
　
　
　
　
覚
好



No．168区議会だ辺1月1日号

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
2
1
世
紀
ま
で
あ
と
二
年
、
希
望
と
夢
に
満

　
あ
ふ

ち
溢
れ
る
新
世
紀
に
し
た
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
今
や
日
本
の
政
治
状
況
は
混
迷
を
極

め
、
経
済
は
沈
没
寸
前
に
あ
り
、
ま
さ
に
事

き
わ窮

ま
れ
り
と
言
っ
た
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
昨
年
「
公
明
党
」
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
世
田
谷
区

議
団
は
、
庶
民
の
心
を
心
と
し
た
福
祉
に
最

優
先
と
い
う
立
党
精
神
を
確
認
し
、
「
生
命
の

尊
厳
と
人
間
性
の
尊
重
に
立
脚
す
る
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
政
治
」
を
目
指
し
て
区
民
が
中

心
と
な
る
政
治
の
実
現
に
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
2
1
世
紀
へ
の
区
政
の
最
大
の
テ
ー

マ
は
、
行
財
政
改
革
の
断
行
と
政
治
倫
理
の

確
立
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
況
対
策

と
し
て
、
融
資
制
度
の
拡
充
、
商
店
街
活
性

化
へ
の
プ
レ
ミ
ア
付
商
品
券
の
拡
大
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
超
高
齢
社
会

へ
向
け
て
の
介
護
保
険
の
導
入
、
清
掃
事
業

の
移
管
に
代
表
さ
れ
る
都
区
制
度
改
革
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
。
こ
れ
ら
の
制
度
が
誤
り

な
き
よ
う
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
大
命
題
で
あ
る
少
子
社
会
へ
の
万

全
な
子
育
て
支
援
体
制
、
環
境
間
題
、
住
宅

政
策
や
災
害
対
策
、
教
育
の
充
実
な
ど
あ
ら

ゆ
る
問
題
に
、
区
民
の
立
場
、
生
活
者
の
目

線
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
「
公
明
党
」
に
対
し
ま
し
て
、
本

　
　
　
　
　
　
　
べ
ん
た
つ

年
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撞
の
程
、
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

おぐち　　よしはる　　　　　いわもと　　すみまさ　　　　　いちかわ　　やすのり　　　　　いいづか　　かずみち
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　つミし
う生逸

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
さ
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
景
気
対
策
と
し
て
、
国
を
あ
げ

て
大
規
模
な
減
税
や
金
融
機
関
へ
の
公
的
資

金
投
入
等
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

効
を
奏
せ
ず
企
業
の
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
に
よ

る
失
業
が
増
え
、
景
気
低
迷
は
出
口
が
見
え

ず
将
来
不
安
を
増
す
一
方
で
し
た
。
地
方
自

治
体
に
お
い
て
も
国
の
あ
お
り
を
受
け
財
政

　
た
ん

破
綻
が
宣
言
さ
れ
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
こ

そ
地
方
自
治
の
考
え
に
基
づ
く
財
源
確
保
等

の
自
己
決
定
権
の
確
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　　v窮
にしざき　　みっこ

西崎　光子
石占6－20－18－214

　智3415－7408

　
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
将
来
不
安
を
解

決
す
る
た
め
に
は
老
後
の
安
心
シ
ス
テ
ム
作

り
が
必
要
で
す
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

特
に
子
育
て
、
介
護
の
社
会
化
を
進
め
ま
す
。

☆
環
境
施
策
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
環
境
ホ
ル

モ
ン
を
発
生
す
る
化
学
物
質
の
調
査
と
情
報

公
開
。
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ル
の
徹
底
。
国
分

寺
崖
線
の
緑
の
保
全
。
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑

化
を
図
る
。
環
境
教
育
を
進
め
る
。

☆
高
齢
者
障
害
者
施
策
　
介
護
保
険
制
度
の

　　　　」
は　せがわか　ず　こ

長谷川佳寿子
桜上水4－1－1－301

　費3303－2508

もりかわ　　れいこ

森川　礼子
祖師谷6－23－7

　智3482－0902

　　　　、・
もりた　　　　　　　こ

森田　イツ子
上用賀6－32－1－101

　　智3426－1093

愉
◎
竜
6
も
◎
彰
今
毎
ら
迄
も
も
噸
も
う
幾
噸
慧
噸
窄
◎
も
◎
峯
も
奉
も
参
ら
秦
6
葛
◎
章
6
豪
6
年
6
奪
6
善
6
毫
6
亀
◎
塾
↑
些
曝
碓
噸
鴨
今
畢
今
毒
◎
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
政
府
・
自
民
党
は
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関

連
法
案
に
引
き
続
き
、
憲
法
調
査
委
員
会
の

設
置
法
案
を
国
会
へ
提
出
の
方
針
と
い
う
こ

と
で
す
。
右
傾
化
の
流
れ
に
反
対
し
、
護
憲

の
た
め
頑
張
る
決
意
で
す
。

　
み
　
ぞ
　
う

◇
未
曾
有
の
長
期
不
況
の
中
で
、
個
人
消
費

は
落
ち
込
み
、
景
気
低
迷
と
失
業
率
が
史
上

最
悪
を
記
録
す
る
な
ど
、
先
行
き
不
安
は
ま

す
ま
す
募
っ
て
い
ま
す
。

◇
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
地
方
財
政
も
一
段

と
深
刻
さ
を
増
し
て
来
て
い
ま
す
。
当
区
で

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ
た
く
し
た

ち
は
、
皆
様
の
期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
つ

ね
に
「
福
祉
の
原
点
」
か
ら
少
子
・
高
齢
社

会
へ
の
対
応
や
防
災
・
環
境
・
教
育
間
題
等

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

◇
1
0
4
項
目
の
予
算
要
望
を
し
ま
し
た
。

　
次
の
主
な
課
題
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
公
私
立
幼
稚
園
の
格
差
是
正

◎
保
育
児
の
保
育
環
境
の
整
備

◎
介
護
保
険
制
度
の
内
容
充
実

◎
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推
進

◎
子
供
の
文
化
施
設
入
場
料
の
無
料
化
検
討

◎
震
災
予
防
条
例
の
制
定

◎
平
和
事
業
の
充
実
と
平
和
資
料
館
の
建
設

◎
子
供
の
た
め
の
2
4
時
間
電
話
相
談
の
実
施

◇
私
た
ち
区
議
団
は
昨
年
9
月
、
会
派
名
を

社
民
党
・
民
主
リ
ベ
ラ
ル
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
出
身
の
組
織
事
情
で
離
党
し
た
議
員

と
社
民
党
の
議
員
と
が
引
き
続
き
会
派
を
構

成
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

同
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

からさわ　　としみ

唐沢　敏美
　奥沢4－27－4

　智3727－2950

さくらい　　ゆくお

桜井　征夫
経堂4－34－16－325

　智3426－7294

たかはし　　しのぶ

高橋　忍
千歳台1一↑6－5

　智3789－4146

　
確
立
。
給
食
・
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。
ミ
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
ニ
デ
イ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
作
る
。
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
介
護
用
具
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
作
る
。
　
ひ

　
☆
食
の
安
全
施
策
　
学
校
や
高
齢
者
・
障
害
　
酬

　
者
の
給
食
に
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
、
危
険
　
　
φ

　
な
化
学
製
品
の
食
器
、
包
装
材
を
使
わ
な
い
。
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
☆
子
育
て
支
援
施
策
　
子
ど
も
の
人
権
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
条
例
、
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
。
ハ
ー
ソ
ン
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
作
る
。
い
じ
め
や
不
登
校
等
2
4
時
間
電
話
相
　
φ

　
談
の
常
設
。
中
高
生
参
加
型
で
居
場
所
作
り
。
　
ψ

　
　
☆
女
性
施
策
　
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
　
　
“

　
　
や
非
営
利
市
民
事
業
支
援
の
仕
組
み
を
作
る
。
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
以
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

φひ朝ひひサ　
　
　
　
　
よ
う
て
い

，
　
　
政
治
の
要
諦
は
、
税
金
を
厳
正
か
つ
公
平
　
ひ

”
　
に
分
配
す
る
こ
と
で
す
。
2
4
年
間
、
大
場
区
　
ひ

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

・
　
長
と
オ
ー
ル
与
党
は
、
結
託
し
て
税
金
を
私

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

ひ
　
物
化
し
、
利
益
誘
導
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
“

“
　
追
及
を
妨
害
す
る
区
長
の
親
衛
隊
の
自
民
党
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
っ
け
つ

ザ

ひ
　
な
ど
の
議
員
と
鋭
く
対
決
し
、
悪
を
別
挟
し
　
ひ

ひ
　
て
き
ま
し
た
。
納
税
者
の
皆
さ
ん
！
沈
黙
は
　
ひ

”
　
鉛
で
す
．
共
に
反
乱
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
　
φ

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゅ

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

樹
今
毒
、
噸
も
噸
・
窓
今
義
、
争
華
曝
も
り
．
写
噺
奉
う
華
◎
．
㍗
今
，
争
、
㌻
魯
噸
一
、
」

ひ“ひφφ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

φ
ゆ
　
　
最
悪
不
況
の
中
で
区
議
会
だ
け
の
く
ぬ
く
　
ひ

φ
　
し
て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
ま
ず
「
議
　
ひ

φ
　
員
定
数
削
滅
」
で
行
革
の
実
を
あ
げ
、
も
っ

か　
　
て
役
所
の
大
改
革
に
臨
む
べ
き
だ
。
現
在
欠

ひ桝
　
員
4
名
で
何
ら
議
会
活
動
に
支
障
は
な
い
。

ゆ
　
ま
ず
議
会
か
ら
行
革
を
！
ま
た
、
4
月
に
は

ガ

φ
　
統
一
地
方
選
挙
が
あ
り
、
世
田
谷
区
に
と
っ

滑
　
て
大
変
革
の
年
。
行
革
m
番
頑
張
り
ま
す
。

ゆチ

改

革

　
区
．
長
・
区
議
会
議
員
の
任
期
は
本
年
4
月

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
任
期
中
、
一
貫

し
て
政
治
・
行
政
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
一
議
員
と
し
て

限
界
を
感
じ
、
今
後
は
立
場
を
変
え
て
引
き

続
き
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　すずき　　よしひろ

鈴木義浩
松原5－42－10ヴィラフォレスタ3C

　　奮3323－4755

無
党
派
市
民

　
束
北
沢
・
梅
丘
間
の
小
田
急
線
地
下
化
方

針
を
都
が
公
表
し
ま
し
た
。
市
民
運
動
の
画

期
的
勝
利
で
す
。
違
法
騒
音
が
高
架
で
ク
リ

ア
ー
で
き
な
い
こ
と
の
証
左
で
、
梅
丘
・
成

城
間
の
高
架
見
直
し
は
必
至
で
す
。
都
市
計

画
を
市
民
の
手
に
！
高
架
・
超
高
層
、
道
路

新
設
・
拡
幅
と
大
規
模
再
開
発
・
緑
消
失
容

認
の
オ
ー
ル
与
党
大
場
．
区
政
に
終
止
符
を
！

きのした　　やすゆき

木下　泰之
大原1－2－9－302

　智3468－8613

おおば　　 まさあき

大庭　正明
粕谷3－15－3

　暦3307－1179
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燕

・
一
．
逼
訓

倉
タ　

　
畿

欝籔

雛
鞭欝曝鑛馨

嚢
嚢
懸
藩
磯
．
糞
旨
を
奏
箋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん

國
囲
幽
区
の
財
政
状
況
は
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
n
年
度
予
算
編
成
で
は
、
①
残
り
少
な

く
な
っ
た
基
金
を
有
効
に
活
用
せ
よ
。
②
財

政
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
受
益
者
負
担
な
ど

に
区
民
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
財
源
確
保
に
取
り
組
め
。
③

来
年
の
区
長
選
挙
を
考
慮
し
、
当
初
予
算
を

必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
骨
格
予
算
と
す
る

考
え
方
も
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

区
長
　
政
策
経
営
室
長
　
①
適
切
な
活
用
を

図
る
。
②
よ
り
一
層
の
行
革
に
努
め
る
。
③

区
民
福
祉
の
停
滞
を
招
か
な
い
よ
う
、
年
間

を
見
通
し
た
予
算
を
編
成
す
る
。

圖
行
革
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
急

務
だ
。
①
行
革
の
期
限
な
ど
を
示
し
た
推
進

計
画
を
早
期
に
策
定
せ
よ
。
②
職
員
数
の
削

減
に
向
け
、
⇔
う
学
童
擁
護
の
業
務
を
民
間
に

委
託
す
る
な
ど
、
現
業
職
の
退
職
者
は
補
充

す
る
な
。
ω
事
務
職
員
な
ど
も
対
象
と
せ
よ
。

㈲
区
民
会
館
の
業
務
の
民
間
委
託
を
急
げ
。

区
長
総
務
部
長
ほ
か
　
①
1
1
年
度
を
目
途

に
策
定
し
、
そ
の
聞
も
行
革
を
推
進
す
る
。

②
σ
δ
可
能
な
限
り
不
補
充
に
努
め
る
。
ω
更

に
削
減
す
る
。
㈲
早
期
に
実
施
し
た
い
。

圏
①
ω
B
O
P
と
学
童
ク
ラ
ブ
の
統
合

を
、
保
護
者
な
ど
の
十
分
な
理
解
を
得
て
、

着
実
に
実
現
せ
よ
。
↑
D
早
急
に
B
O
P
を
全

校
に
設
置
せ
よ
。
②
小
学
校
で
、
学
習
効
果

の
高
い
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
方
式
の
授
業

を
積
極
的
に
行
え
。

区
長
　
教
育
長
　
教
育
政
策
部
長
　
①
㈲
更

に
努
力
し
て
い
く
。
↑
の
1
2
年
度
を
目
途
に
設

置
す
る
。
②
有
効
な
指
導
を
検
討
し
て
い
く
。

隅
舗
醐
①
ω
保
育
施
策
を
拡
充
す
る
た
め
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
、
多
様
な
民
間
活
力

を
活
用
せ
よ
。
ω
民
間
保
育
室
な
ど
の
保
育

環
境
の
向
上
へ
の
支
援
に
努
め
よ
。
②
介
護

保
険
の
実
施
で
は
、
O
り
保
険
対
象
外
の
サ
ー

ビ
ス
は
受
益
者
負
担
を
原
則
と
せ
よ
。
ω
サ

ー
ビ
ス
ヘ
の
苦
情
処
理
体
制
を
強
化
せ
よ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
　
①
㈲
連
携
を
図
っ

て
い
く
。
ω
一
層
努
力
す
る
。
②
O
う
十
分
議

論
し
決
定
し
た
い
。
↑
り
体
制
を
整
備
す
る
。

圏
①
次
期
道
路
整
備
計
画
は
、
優
先
順

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
0
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

鰯
幽
戦
後
最
悪
の
経
済
情
勢
の
も
と
、
区

財
政
も
非
常
に
厳
し
い
。
こ
の
危
機
的
状
況

を
乗
り
越
え
、
区
民
福
祉
を
一
層
向
上
す
る

に
は
、
行
財
政
改
革
の
断
行
が
急
務
だ
。
①

区
長
は
、
現
状
認
識
と
区
の
将
来
展
望
を
明

示
せ
よ
。
②
保
育
事
業
の
抜
本
改
革
が
で
き

な
い
な
ら
ば
、
保
育
料
の
値
上
げ
は
行
う
な
。

③
学
校
給
食
の
民
間
委
託
化
な
ど
を
進
め
る

旨
の
、
区
長
の
発
言
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
内

容
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

区
長
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
①
区
民
の
立

場
に
立
っ
た
区
政
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

②
区
民
の
意
向
も
踏
ま
え
、
決
定
し
た
い
。

③
委
託
な
ど
の
実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

欄
闘
國
①
国
の
地
域
振
興
券
支
給
事
業
が
決

定
さ
れ
、
実
施
方
法
は
自
治
体
に
任
さ
れ
た
。

区
は
効
果
的
に
事
業
を
展
開
せ
よ
。
②
区
内

共
通
商
品
券
の
販
路
拡
大
な
ど
に
努
め
よ
。

助
役
　
産
業
振
興
部
長
　
①
実
施
体
制
を
早

急
に
整
え
て
い
く
。
②
積
極
的
に
取
り
組
む
。

隅
剛
翻
介
護
保
険
制
度
の
、
①
内
容
が
区
民

に
十
分
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
P
R
に
全
力
を

注
げ
。
②
実
施
後
、
法
定
外
と
な
る
サ
ー
ビ

ス
を
、
区
は
ど
う
取
り
扱
う
の
か
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
①
制
度
の
周
知
徹

底
を
図
る
。
②
十
分
議
論
し
て
決
め
た
い
。

圃
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
高
齢
者
な
ど

へ
の
家
賃
助
成
事
業
を
拡
充
せ
よ
。

住
宅
政
策
部
長
　
努
力
し
て
い
く
。

麟
醐
①
区
の
目
指
す
世
田
谷
型
リ
サ
イ
ク

ル
社
会
の
具
体
像
を
明
示
せ
よ
。
②
区
民
の

参
加
を
得
て
、
資
源
回
収
事
業
の
全
区
展
開

に
早
急
に
取
り
組
め
。

助
役
　
環
境
部
長
①
区
民
な
ど
と
協
働
し
、

資
源
循
環
型
社
会
を
築
く
。
②
全
力
を
注
ぐ
。

騒
学
校
で
の
事
故
の
再
発
を
防
止
す
る

た
め
、
全
庁
挙
げ
て
危
機
管
理
を
徹
底
せ
よ
。

区
長
　
教
育
長
　
安
全
管
理
に
万
全
を
期
す
。

　
　
　
　
　
索
，

●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●OO●●●●●●●0●●●●●●●●●●●●●●●

位
を
付
け
策
定
せ
よ
。
②
道
路
代
替
地
の
売

却
で
得
た
収
入
は
、
道
路
財
源
と
せ
よ
。

助
役
　
道
路
整
備
部
長
　
①
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
路
線
を
選
ぶ
。
②
更
に
工
夫
す
る
。

國
測
①
商
店
街
振
興
の
た
め
、
地
域
特
性

に
応
じ
た
規
制
を
設
け
、
大
型
店
出
店
対
策

を
講
じ
よ
。
②
区
内
で
農
業
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
生
産
緑
地
を
追
加
指
定
せ
よ
。
③
工

業
振
興
に
向
け
、
準
工
業
地
域
を
保
全
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
産
業
振
興
部
長
　
①
検
討
し

て
い
く
。
②
都
市
計
画
的
な
見
地
で
、
指
定

に
努
め
る
。
③
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

圏
地
域
で
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
団

体
が
、
安
定
的
に
活
動
の
場
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
け
や
き
ネ
ッ
ト
を
改
善
せ
よ
。

助
役
検
討
を
進
め
て
い
く
。

國
幽
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、

①
子
ど
も
へ
の
環
境
教
育
を
推
進
せ
よ
。
②

移
管
さ
れ
る
清
掃
事
業
と
一
体
と
な
っ
た
、

新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
せ
よ
。

助
役
①
更
に
充
実
し
て
い
く
。
②
新
た
な

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
を
策
定
す
る
。

磯．

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

暑刺　
　
　
　
村
田
　
義
則
議
員

翻
胴
製
区
長
は
、
福
祉
を
切
り
捨
て
、
区
民

に
負
担
を
強
い
る
行
革
を
推
進
す
る
一
方
で
、

大
型
開
発
に
巨
額
の
税
金
を
注
ぎ
込
む
区
政

運
営
を
行
っ
て
い
る
。
①
区
民
本
位
の
区
政

と
は
掛
け
離
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
区
長

の
見
解
を
示
せ
。
②
区
民
に
犠
牲
を
強
い
る

行
革
を
再
検
討
し
、
㈲
敬
老
金
や
入
浴
券
、

難
病
手
当
の
支
給
を
復
活
せ
よ
。
↑
D
保
育
料

の
来
年
の
再
値
上
げ
は
中
止
せ
よ
。
㈲
学
校

給
食
の
民
間
委
託
は
行
う
な
。
③
二
子
玉
川

再
開
発
事
業
は
、
住
民
参
加
で
見
直
せ
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
①
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
築
く
。
②
㈲
特
別
な
対
応
を
要

す
る
も
の
は
検
討
す
る
。
↑
の
区
民
の
意
向
を

尊
重
し
決
定
す
る
。
㈲
時
代
に
合
っ
た
方
法

で
行
う
。
③
区
民
意
見
を
反
映
し
て
進
め
る
。

●●●●●●●●　●・

　
箇
①
国
の
減
税
の
実
施
や
、
都
区
制
度

“
　
改
革
で
の
新
し
い
財
調
制
度
が
検
討
さ
れ
て

“
　
い
る
中
で
、
最
重
要
課
題
と
な
る
の
は
、
区

　

・
の
財
源
の
確
保
だ
。
こ
の
問
題
に
区
は
、
議

　

●
　
会
や
区
民
と
一
体
と
な
っ
て
、
全
力
で
取
り

　●．

　
組
め
。
②
介
護
保
険
の
実
施
や
、
資
源
循
環

”
　
型
社
会
の
実
現
に
は
、
区
民
や
民
間
事
業
者

　

●
　
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。
こ
う
し
た
課
題
に
取

　

・
　
り
組
む
た
め
に
も
、
情
報
提
供
を
十
分
行
い
、

　

“
　
区
民
の
理
解
を
深
め
て
協
働
関
係
を
築
け
。

㈹
　
助
役
　
①
議
会
や
区
民
と
協
力
し
て
、
国
や

　

・
　
都
に
引
き
続
き
働
き
か
け
る
。
②
今
後
も
、

　

●
　
区
民
参
加
に
よ
る
行
政
運
営
を
展
開
す
る
。

　

”
　
爾
幽
①
B
O
P
と
学
童
ク
ラ
ブ
の
統
合
は
、

”
　
異
年
齢
児
間
の
交
流
が
広
ま
る
な
ど
、
利
点

●．

　
が
多
い
。
㈲
統
合
を
断
固
進
め
よ
。
↑
の
統
合

　

・
　
後
は
、
障
害
児
を
6
年
生
ま
で
受
け
入
れ
よ
。

　

・
　
②
学
校
の
余
裕
教
室
の
実
態
を
調
査
し
、
地

　

”
　
域
へ
の
開
放
を
一
層
進
め
よ
。

”
　
助
役
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
①
㈲
保
護
者

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
0
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　

”
　
顯
鑓
長
引
く
不
況
で
、
中
小
企
業
の
経
営

●
　
は
大
変
苦
し
い
。
①
商
店
街
の
街
路
灯
の
電

　
　
気
代
は
、
区
が
全
額
補
助
せ
よ
。
②
商
店
街

　
　
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
大
型
店
の
出
店
を

　
　
規
制
す
る
要
綱
を
、
早
急
に
制
定
せ
よ
。

　
　
助
役
　
産
業
振
興
部
長
　
①
検
討
し
て
い
る
。

　
　
②
早
期
に
規
制
策
を
定
め
る
。

闘
醐
①
U
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護
保

険
制
度
で
、
在
宅
介
護
を
担
う
ヘ
ル
。
ハ
ー
は
、

区
独
自
に
確
保
せ
よ
。
②
特
養
ホ
ー
ム
の
、

の
待
機
者
ゼ
ロ
の
公
約
を
区
長
は
実
現
せ
よ
。

ω
玉
川
地
域
へ
の
建
設
計
画
を
示
せ
。

区
長
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
①
外
郭

団
体
や
民
問
事
業
者
な
ど
か
ら
、
人
材
を
集

め
る
。
②
㈲
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

㈲
民
間
ホ
ー
ム
の
実
現
に
努
力
を
統
け
る
。

圏
不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
の
問
題
の
解

決
に
は
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
の
実
現
が
重
要

だ
。
①
教
員
を
増
員
せ
よ
。
②
3
0
人
学
級
の

実
現
を
、
国
や
都
に
強
く
求
め
よ
。

教
育
長
　
①
区
独
自
の
支
援
策
を
検
討
す
る
。

②
教
育
条
件
の
充
実
も
含
め
、
要
望
し
た
い
。

　
　
の
不
安
の
解
消
に
努
め
、
積
極
的
に
取
り
組

　
　
む
。
↑
り
人
材
の
確
保
な
ど
の
課
題
を
整
理
し
、

　
　
対
応
を
図
っ
て
い
く
。
②
現
状
を
踏
ま
え
、

　
　
有
効
活
用
を
進
め
る
。

　
　
腕
”
幽
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
、
豊
か
な
自

　
　
然
の
中
で
様
々
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
、
長

　
　
期
滞
在
型
の
自
然
体
験
村
を
設
け
よ
。

　
　
教
育
長
　
既
存
施
設
の
有
効
利
用
と
、
新
た

　
　
な
施
設
の
確
保
な
ど
を
含
め
、
拡
充
し
た
い
。

　
　
㎜
幽
國
地
元
地
権
者
が
切
望
す
る
二
子
玉
川

　
　
再
開
発
事
業
を
、
積
極
的
に
進
め
よ
。

　
　
助
役
　
住
民
の
意
見
を
十
分
聞
き
、
安
全
で

　
　
快
適
な
街
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

　
　
闘
①
区
議
会
が
、
政
争
の
場
で
な
く
、

　
　
区
民
の
た
め
の
政
策
を
論
議
す
る
場
と
な
る

　
　
よ
う
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
。
②
景

　
　
気
回
復
が
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り
、
保
育

　
　
料
の
値
上
げ
の
延
期
を
要
望
す
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

舟
　
　
　
一
忌
口

酉
幽
安
心
し
て
老
後
が
迎
え
ら
れ
る
年
金

制
度
の
確
立
が
必
要
だ
。
国
に
国
民
年
金
の

公
費
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を
強
く
求
め
よ
。

区
長
　
引
き
続
き
強
力
に
要
請
す
る
。

圏
遡
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
①
小
学
校
の
学
級
崩
壊
の
防

止
に
、
早
急
に
取
り
組
め
。
②
区
内
で
の
2
4

時
間
電
話
相
談
事
業
の
再
実
施
を
支
援
せ
よ
。

教
育
長
　
教
育
政
策
部
長
　
①
実
態
に
即
し

た
対
策
を
講
じ
る
。
②
国
や
都
の
動
向
も
踏

ま
え
て
、
検
討
し
た
い
。

壁
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
、
多
様
化
す

る
区
民
要
望
に
応
え
ら
れ
る
行
政
の
仕
組
み

や
、
職
員
の
雇
用
形
態
の
整
備
が
必
要
だ
。

①
新
し
い
公
共
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
、

職
員
の
意
識
改
革
を
徹
底
せ
よ
。
②
短
時
間

労
働
の
新
た
な
公
務
員
制
度
を
構
築
し
た
上

で
、
研
修
や
社
会
保
障
も
充
実
せ
よ
。

助
役
　
総
務
部
長
　
①
職
員
の
理
解
を
深
め

る
。
②
で
き
る
範
囲
で
制
度
化
し
実
施
す
る
。

麗
清
掃
事
業
の
移
管
に
備
え
て
、
ご
み

を
減
量
す
る
た
め
、
区
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意

識
の
啓
発
に
強
力
に
取
り
組
め
。

環
境
部
長
　
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
。

闘
区
民
本
位
の
区
政
の
推
進
に
向
け
、

①
情
報
提
供
を
一
層
行
い
、
区
民
が
区
政
に

参
加
し
や
す
く
な
る
仕
組
み
を
構
築
せ
よ
。

②
行
財
政
改
善
推
進
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
区
民
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
よ
。

区
長
　
政
策
経
営
室
長
　
①
政
策
情
報
の
提

供
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
体
制
の
整
備
に

努
め
る
。
②
広
く
区
民
の
声
を
反
映
す
る
。

麟
翻
区
民
相
互
の
・
ハ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
る
た
め
、
出

張
所
を
支
援
の
拠
点
と
せ
よ
。

玉
川
支
所
長
　
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

騒
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
に
向

け
、
①
児
童
福
祉
計
画
の
策
定
で
は
、
審
議

会
の
答
申
を
十
分
反
映
さ
せ
よ
。
②
行
政
と

家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど
が
協
働
し
て
、
健

全
育
成
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
作
れ
。

区
長
　
保
健
福
祉
部
長
　
①
答
申
の
考
え
方

を
踏
ま
え
策
定
す
る
。
②
全
力
で
取
り
組
む
。

鷹
團
区
民
の
提
案
を
十
分
取
り
入
れ
、
よ

り
実
践
的
な
緑
の
基
本
計
画
を
策
定
せ
よ
。

環
境
部
長
　
計
画
に
意
見
を
反
映
し
て
い
く
。

國幽経

済
状
況
を
鑑
み
、
U
年
度
は
保
育

料
を
値
上
げ
し
な
い
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。
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宍
戸
　
教
男
議
員
（
自
　
民
）

酉
幽
田
①
地
先
道
路
の
整
備
に
全
力
を
尽

く
せ
。
②
都
区
制
度
改
革
で
道
路
整
備
事
業

が
移
管
さ
れ
る
。
事
業
に
見
合
っ
た
財
源
の

委
譲
を
、
都
に
強
く
求
め
よ
。
四
①
防
災
訓

練
を
実
践
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
ω
学
校

単
位
で
行
え
。
↑
の
避
難
訓
練
な
ど
は
、
事
前

に
シ
ナ
リ
オ
を
作
ら
ず
に
実
施
せ
よ
。
②
学

校
の
窓
の
強
化
ガ
ラ
ス
ヘ
の
交
換
を
進
め
よ
。

助
役
　
道
路
整
備
部
長
ほ
か
　
ω
①
事
業
の

推
進
に
努
め
る
。
②
財
源
の
確
保
を
積
極
的

に
要
請
す
る
。
四
①
O
り
実
施
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
い
く
。
ω
検
討
し
て
い
く
。
②
で
き

る
だ
け
優
先
的
に
取
り
組
み
た
い
。

新
田
　
勝
己
議
員
（
自
　
民
）

羅
幽
醐
田
世
田
谷
清
掃
工
場
の
建
て
替
え
の
、

①
費
用
は
都
に
負
担
さ
せ
よ
。
②
都
の
計
画

に
、
区
民
の
要
望
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
力
を

注
げ
。
n
関
係
5
区
で
設
置
す
る
臨
海
部
広

域
斎
場
の
建
設
費
の
負
担
を
、
都
に
求
め
よ
。

㎜
①
奥
沢
地
区
の
防
災
街
づ
く
り
を
促
進
せ

よ
。
②
奥
沢
駅
に
構
内
連
絡
通
路
と
駐
輪
場

を
整
備
す
る
よ
う
、
電
鉄
会
社
に
要
望
せ
よ
。

区
長
　
玉
川
支
所
長
ほ
か
　
田
①
都
が
負
担

す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
②
要
望
を

ま
と
め
て
い
く
。
四
5
区
の
区
長
で
陳
情
を

行
っ
た
。
㎜
①
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
検
討
す
る
。

②
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
、
要
請
し
て
い
く
。

中
塚
　
護
議
員
（
公
　
明
）

騒
①
宇
奈
根
や
鎌
田
の
多
摩
川
の
堤
防

の
側
道
は
、
通
行
車
両
が
増
え
大
変
危
険
だ
。

安
全
対
策
を
早
急
に
実
施
せ
よ
。
②
鎌
田
前

耕
地
地
区
は
区
画
整
理
が
終
了
し
た
。
ω
車

両
通
行
規
制
の
解
除
に
伴
い
、
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
る
。
事
故
防
止
に
強
力
に
取
り

組
め
。
↑
の
街
路
灯
を
整
備
せ
よ
。
③
鎌
田
1

丁
目
の
一
部
は
、
い
ま
だ
に
下
水
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
下
水
道
の
敷
設
を
急
げ
。

砧
支
所
長
　
①
地
元
住
民
や
警
察
と
対
策
を

協
議
す
る
。
②
㈲
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な

ど
の
整
備
を
進
め
る
。
ω
順
次
、
設
置
し
て

い
く
。
③
今
年
度
、
都
が
実
施
す
る
。

五
十
畑
　
孝
司
議
員
（
自
　
民
）

照
閑
翻
結
核
の
感
染
率
や
死
亡
率
は
、
戦
後
、

有
効
な
薬
の
開
発
や
検
診
の
普
及
に
よ
り
、

激
減
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
区
民
の

結
核
予
防
の
意
識
が
低
下
し
て
い
る
上
、
薬

が
効
か
な
い
結
核
の
発
生
や
高
齢
者
の
集
団

感
染
な
ど
も
あ
り
、
結
核
の
動
向
は
憂
慮
す

べ
き
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
区
報
で
結
核
に

対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
な
ど
、
結
核
の
予

防
に
全
力
で
取
り
組
め
。

保
健
所
長
　
結
核
患
者
を
早
期
に
発
見
で
き

る
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国

や
他
の
自
治
体
、
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

予
防
対
策
の
一
層
の
充
実
と
強
化
に
努
め
る
。

山
内
　
彰
議
員
（
自
　
民
）

鰯
鰹
田
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
尊
重
し
た

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し
、
複
数

の
教
員
が
連
携
し
て
指
導
に
当
た
る
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
方
式
に
よ
る
授
業
を
、
積
極

的
に
展
開
せ
よ
。
ω
高
齢
者
と
子
ど
も
な
ど
、

異
世
代
間
の
交
流
が
図
れ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
、
小
中
学
校
の
授
業
に
導
入
せ
よ
。

教
育
政
策
部
長
　
ω
既
に
実
施
し
た
学
校
で

の
成
果
を
踏
ま
え
、
実
践
校
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。
m
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
含
め
、
多
世

代
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
試
み
が
、

各
学
校
で
行
わ
れ
る
よ
う
、
助
言
し
て
い
く
。

鈴
木
　
昌
二
議
員
（
自
　
民
）

圖
田
区
立
幼
稚
園
は
、
私
立
幼
稚
園
を

補
完
す
る
と
い
う
使
命
を
終
え
た
。
計
画
的

に
廃
園
す
べ
き
だ
。
①
具
体
的
な
廃
園
の
時

期
な
ど
を
明
示
せ
よ
。
②
保
護
者
や
教
員
な

ど
の
理
解
を
得
て
進
め
よ
。
aD
二
子
玉
川
再

開
発
の
推
進
に
向
け
、
法
の
手
続
き
に
従
い
、

説
明
会
を
早
急
に
開
催
せ
よ
。
㎜
2
1
世
紀
の

活
力
あ
る
世
田
谷
を
築
く
た
め
、
区
の
組
織

の
活
性
化
と
行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
ω
①
今
後
の
区
立

園
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。
②
廃
園
す
る

場
合
は
十
分
話
し
合
い
を
行
う
。
a
D
1
月
末

を
目
途
に
実
施
し
た
い
。
㎜
全
力
を
尽
く
す
。

近
岡
　
秀
輔
議
員
（
自
　
民
）

認
青
少
年
間
題
の
解
決
が
急
務
だ
。
①

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
増
加
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
各
地
域
に
設
置

せ
よ
。
②
子
ど
も
の
悩
み
に
適
切
に
対
応
で

き
る
相
談
体
制
を
整
備
せ
よ
。
③
学
校
と
家

庭
、
地
域
な
ど
が
連
携
し
て
学
校
の
問
題
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
学
校
協
議
会
の
機
能
の

充
実
を
図
れ
。
④
青
少
年
の
薬
物
乱
用
防
止

に
、
全
庁
挙
げ
て
取
り
組
め
。

11

月
26
日
及
び
2
7
日
の
本
会
議
で
は
、
2
6
名
の
議
員
が
区
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
政
策
部
長
ほ
か
　
①
入
室
希
望
者
の
動

向
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。
②
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。
③
各
学
校
へ
の
指
導

を
行
う
。
④
対
策
を
充
実
し
て
い
く
。

森
田
　
イ
ツ
子
議
員
（
生
活
ネ
V

躍
麟
田
災
害
時
に
公
園
が
、
高
齢
者
な
ど

の
安
心
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。
公
園
内
に
厨
房
施
設
を
設
置

し
、
日
頃
か
ら
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
配
食
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
団
体
に
提
供
せ
よ
。
qn
①
区

民
の
多
様
化
す
る
相
談
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
庁
内
の
相
談
体
制
を
強
化
せ
よ
。
②

情
報
機
器
を
活
用
し
、
高
齢
者
な
ど
が
在
宅

で
相
談
で
き
る
仕
組
み
を
作
れ
。

区
長
　
世
田
谷
支
所
長
ほ
か
　
田
か
ま
ど
な

ど
災
害
時
に
役
立
つ
設
備
を
設
け
た
い
。
団

①
庁
内
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
。
②

個
人
情
報
の
保
護
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

西
崎
　
光
子
議
員
（
生
活
ネ
）

圃
ω
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
へ
の
対
策
の

強
化
が
急
務
だ
。
①
環
境
に
優
し
い
製
品
の

利
用
が
進
む
よ
う
、
区
民
や
事
業
者
に
働
き

か
け
よ
。
②
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
の
情

報
を
、
国
や
都
と
連
携
し
て
区
民
に
積
極
的

に
提
供
せ
よ
。
口
D
知
的
障
害
者
の
社
会
参
加

の
促
進
に
向
け
、
①
一
般
企
業
へ
の
就
労
を

積
極
的
に
支
援
せ
よ
。
②
外
出
を
補
助
す
る

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
に
取
り
組
め
。

助
役
　
環
境
部
長
ほ
か
　
ω
①
多
様
な
手
法

で
啓
発
に
努
め
る
。
②
国
や
都
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
実
施
す
る
。
四
①
就
労
先
の
確

保
に
積
極
的
に
努
め
る
。
②
検
討
し
た
い
。

大
庭
　
正
明
議
員
（
行
革
㎜
番
）

國
醐
ω
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
来
館
者

が
少
な
い
文
学
館
の
賃
借
料
を
、
区
は
一
日

96

万
円
も
払
い
続
け
る
な
ど
、
区
政
に
は
問

題
が
多
い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
放

置
し
て
お
く
の
か
。
m
文
生
セ
ン
タ
ー
は
、

　
　
　
　
　
ば
く
だ
い

自
主
事
業
で
莫
大
な
赤
字
を
出
し
て
い
る
。

そ
の
上
、
財
団
職
員
の
親
族
の
会
社
を
、
舞

台
施
設
の
管
理
業
務
の
委
託
先
に
選
定
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
聞
く
。
間
題
で
は
な
い
か
。

生
活
文
化
部
長
　
ω
文
学
館
の
早
期
購
入
に

向
け
、
協
議
を
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
家

賃
の
引
き
下
げ
交
渉
に
も
努
め
る
。
囲
厳
正

に
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

山
口
　
裕
久
議
員
（
自
　
民
）

圃
ω
B
O
P
と
学
童
ク
ラ
ブ
の
統
合
は
、

子
ど
も
に
も
大
変
利
点
が
多
い
。
保
護
者
の

不
安
の
解
消
に
努
め
、
統
合
を
推
進
せ
よ
。

田
①
商
店
街
環
境
整
備
の
予
算
残
額
を
、
商

店
街
の
自
発
的
な
事
業
の
支
援
な
ど
に
投
入

せ
よ
。
②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の

整
備
は
、
完
成
後
の
維
持
管
理
の
為
補
助
を

拡
充
せ
よ
。
圃
区
の
借
り
上
げ
庁
舎
の
賃
借

料
の
大
幅
削
減
に
、
積
極
的
に
取
り
組
め
。

保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
ω
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。
田
①
施
策
の
充
実
を

検
討
す
る
。
②
検
討
し
て
い
き
た
い
。
㎜
家

賃
の
引
き
下
げ
を
粘
り
強
く
交
渉
す
る
。

花
輪
　
智
史
議
員
（
新
風
21
）

騰
固
田
学
校
給
食
の
民
間
委
託
化
を
、
区

長
が
決
断
し
た
。
来
年
度
は
調
理
士
の
欠
員

を
補
充
せ
ず
、
1
2
年
度
か
ら
民
間
に
委
託
せ

よ
。
四
公
務
員
は
サ
！
ビ
ス
業
だ
と
い
う
意

識
を
職
員
に
徹
底
さ
せ
、
区
民
の
立
場
に
立

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
研
修

を
充
実
せ
よ
。
㎜
公
共
事
業
の
積
算
単
価
は

高
す
ぎ
る
。
単
価
を
市
場
価
格
に
近
づ
け
る

よ
う
見
直
し
、
建
築
費
の
節
減
に
努
め
よ
。

区
長
　
教
育
長
　
総
務
部
長
ほ
か
　
q
委
託

の
実
施
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
今
後
の
採

用
は
極
力
控
え
た
い
。
田
接
遇
の
向
上
に
努

め
る
。
㎜
市
場
価
格
を
反
映
さ
せ
て
い
く
。

斉
藤
　
り
え
子
議
員
（
新
風
烈
）

闘
田
地
域
で
子
ど
も
が
自
主
的
に
参
加

し
、
主
体
的
に
活
動
で
き
る
場
を
積
極
的
に

整
備
せ
よ
。
田
高
齢
者
を
一
時
的
に
預
か
る

な
ど
の
地
域
住
民
の
活
動
を
支
援
し
、
高
齢

者
の
、
家
庭
へ
の
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
に
努

め
よ
。
㎜
区
民
の
声
を
幅
広
く
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
メ
ー
ル
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
せ
よ
。
㈹
地
域
振
興
券
事
業
の

効
果
は
疑
問
だ
。
慎
重
な
対
応
を
望
む
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
ω
子
ど
も
た

ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
田
身
近
な
支
え
合
い
活
動
を
支
援

し
て
い
く
。
㎜
早
期
に
実
現
し
た
い
。

木
下
　
泰
之
議
員
（
無
党
派
）

騨
鐡
田
下
北
沢
の
小
田
急
線
連
立
事
業
と

補
助
54
号
線
の
都
市
計
画
手
続
き
は
、
同
時

か
否
か
。
田
せ
た
が
や
の
家
で
は
、
O
O
前

区
議
の
国
有
地
不
法
占
拠
を
承
知
し
な
が
ら

申
請
を
認
め
、
返
却
念
書
不
履
行
に
拘
ら
ず

補
助
金
を
払
い
続
け
て
い
る
。
今
後
も
続
け

る
の
か
。
皿
弦
巻
小
プ
ー
ル
事
故
死
は
生
活

科
の
授
業
の
あ
り
方
も
含
め
徹
底
究
明
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
道
路
整
備
部
長
ほ

か
　
臼
都
か
ら
情
報
が
入
れ
ば
報
告
す
る
。

m
補
助
金
の
支
出
に
違
法
性
は
な
く
、
今
後

も
続
け
て
い
く
。
血
今
回
の
事
故
を
教
訓
に

し
、
改
善
策
を
講
じ
て
い
く
。

木
村
　
幸
雄
議
員
（
自
　
民
）

瞬
田
区
民
が
多
摩
川
の
豊
か
な
自
然
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
す
た
め
、
①
今
後
も
、

い
か
だ
下
り
な
ど
、
水
に
親
し
め
る
事
業
を

展
開
せ
よ
。
②
親
水
公
園
の
増
設
な
ど
を
、

国
に
求
め
よ
。
田
国
で
検
討
中
の
年
金
制
度

改
革
の
内
容
を
、
区
民
に
十
分
周
知
せ
よ
。

㎜
区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、
複
雑
化
、

多
様
化
し
て
い
る
。
庁
内
や
支
所
間
の
連
携

を
一
層
密
に
し
、
解
決
に
当
た
れ
。

教
育
次
長
ほ
か
　
田
①
継
続
に
努
め
た
い
。

②
働
き
か
け
て
い
く
。
㎜
積
極
的
に
取
り
組

む
。
皿
区
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
適
切
な
対

応
に
努
め
る
。

田
中
　
美
代
子
議
員
（
共
　
産
）

麗
醐
ω
都
区
制
度
改
革
の
実
施
に
伴
い
、

都
か
ら
区
へ
の
国
民
健
康
保
険
の
財
政
調
整

措
置
が
廃
止
さ
れ
る
。
し
か
し
、
厳
し
い
国

保
財
政
な
ど
の
実
態
を
考
え
る
と
、
都
の
交

付
金
は
不
可
欠
だ
。
区
民
に
、
こ
れ
以
上
国

保
料
を
負
担
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
①
補
助

の
継
続
を
強
く
求
め
よ
。
②
国
や
都
に
、
補

助
金
な
ど
の
増
額
も
要
請
せ
よ
。
佃
豪
徳
寺

・
梅
丘
地
区
に
デ
イ
ホ
ー
ム
を
建
設
せ
よ
。

娼
の
要
翻
際
固

区
長
　
保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
ω
①
2
3
区
が

一
体
と
な
っ
て
、
都
に
強
く
働
き
か
け
る
。

②
補
助
の
拡
充
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。
田

多
様
な
手
法
で
整
備
し
た
い
。

菅
沼
つ
と
む
議
員
（
自
民
）

騒
m
文
生
セ
ン
タ
ー
の
高
す
ぎ
る
運
営

費
を
兄
直
す
と
と
も
に
、
施
設
の
有
効
利
用

を
図
れ
。
団
大
店
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、
地

域
に
合
っ
た
き
め
細
か
な
大
型
店
の
出
店
規

制
策
を
講
じ
よ
。
㎜
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
は
、

具
体
的
な
経
費
や
組
織
な
ど
の
内
容
を
決
定

し
た
上
で
設
立
せ
よ
。
四
区
民
が
保
育
の
相

互
援
助
活
動
を
行
う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
！

ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
せ
よ
。

助
役
　
生
活
文
化
部
長
ほ
か
　
田
財
団
の
経

営
努
力
を
促
し
て
い
く
。
㎝
早
期
に
規
制
策

を
講
じ
た
い
。
㎜
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
㎜
保
育
需
要
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

石
塚
　
一
信
議
員
（
自
　
民
）

蟹
ω
地
方
分
権
に
よ
る
事
務
移
管
の
具

体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
①
し
か

し
、
最
も
重
要
な
財
源
や
税
制
の
問
題
は
、

そ
の
姿
が
見
え
て
こ
な
い
。
区
は
基
礎
的
自

治
体
と
し
て
財
政
自
主
権
の
確
立
に
全
力
を

注
げ
。
②
分
権
に
向
け
、
民
間
委
託
の
推
進

な
ど
の
行
政
改
革
も
断
行
せ
よ
。
m
赤
松
公

園
の
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
の
改
修
を
急
げ
。

助
役
　
北
沢
支
所
長
　
ω
①
他
の
自
治
体
と

も
連
携
し
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
効
率
的
な
事
務
事
業
の
運
営
を
全
庁
挙
げ

て
行
う
。
田
周
辺
住
民
の
理
解
も
得
て
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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諸
星
　
養
【
議
員
（
公
　
明
）

瞬
固
ω
陶
芸
教
室
修
了
者
の
自
主
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
活
動
の
場
を
提
供
せ
よ
。

囲
明
治
薬
科
大
跡
地
の
再
開
発
で
は
、
住
都

公
団
に
、
①
地
域
へ
の
情
報
提
供
と
住
民
意

兄
の
反
映
を
行
う
よ
う
、
働
き
か
け
よ
。
②

区
の
街
づ
く
り
方
針
と
の
整
合
を
指
導
せ
よ
。

㎜
①
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
指
導
条
例
を

制
定
せ
よ
。
②
環
境
破
壊
を
招
く
建
築
計
画

に
は
、
断
固
た
る
姿
勢
で
臨
め
。

区
長
　
教
育
次
長
ほ
か
　
田
取
り
組
ん
で
い

く
。
四
①
引
き
続
き
強
く
求
め
る
。
②
誘
導

し
て
い
く
。
㎜
①
当
面
は
要
綱
で
指
導
し
て

い
く
。
②
全
力
で
取
り
組
む
。

下
条
　
忠
雄
議
員
（
改
革
派
）

闘
区
役
所
、
業
界
総
ぐ
る
み
の
大
場
区

長
の
資
金
集
め
と
区
長
選
総
決
起
。
ハ
ー
テ
ィ

ー
だ
が
①
出
席
団
体
へ
の
補
助
金
等
の
額
は
。

②
政
治
的
巾
立
性
に
反
し
特
定
候
補
を
支
援

す
る
団
体
に
は
税
金
を
出
す
な
。
③
区
民
に

券
を
買
わ
せ
た
職
員
が
い
る
。
法
律
違
反
だ
。

④
部
課
長
に
券
を
買
わ
せ
た
の
は
忠
誠
心
の

踏
み
絵
だ
。
⑤
名
誉
区
民
O
O
O
O
氏
が
出

た
の
は
お
か
し
い
。
称
号
を
返
上
さ
せ
よ
。

区
長
　
政
策
経
営
室
長
　
①
総
額
で
、
補
助

金
は
約
1
億
5
千
万
円
、
委
託
費
は
約
3
5
億

3
千
万
円
だ
。
③
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

④
参
加
は
部
長
個
人
の
判
断
と
考
え
て
い
る
。

荒
木
　
義
一
議
員
（
自
　
民
）

麗
田
松
沢
病
院
で
、
地
域
の
急
患
の
受

け
入
れ
と
一
般
診
療
を
行
う
よ
う
、
都
に
引

き
続
き
強
く
要
請
せ
よ
。
巳
n
①
公
園
な
ど
か

　
　
　
せ
ん

ら
出
る
勇
定
枝
や
落
ち
葉
、
農
作
物
の
さ
く

殻
な
ど
を
堆
肥
化
す
る
と
と
も
に
、
ω
緑
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
め
。
ω
資
源
化
セ
ン

タ
ー
も
整
備
せ
よ
．
②
学
校
で
の
紙
ご
み
を
、

有
機
肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
せ
よ
。

助
役
　
建
設
部
長
ほ
か
　
ω
今
後
も
、
都
と

の
協
議
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。
田
①
㈲

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

ω
当
面
は
、
ソ
フ
ト
面
の
研
究
に
取
り
組
む
。

②
研
究
し
た
い
。

長
谷
川
　
義
樹
議
員
（
公
　
明
）

灘
介
護
保
険
の
実
施
で
は
、
①
要
介
護

状
態
を
改
善
す
る
取
り
組
み
が
重
要
だ
。
改

善
に
努
め
た
施
設
は
報
酬
を
加
算
す
る
な
ど
、

評
価
す
る
仕
組
み
を
設
け
よ
。
②
元
気
な
高

齢
者
は
、
保
険
料
を
払
う
だ
け
で
、
給
付
を

受
け
な
い
。
保
険
料
を
軽
減
す
る
な
ど
、
還

元
策
を
講
じ
よ
。
③
地
域
の
実
情
把
握
が
欠

か
せ
な
い
。
情
報
の
収
集
に
向
け
、
郵
便
配

達
員
や
薬
局
と
の
協
力
体
制
を
確
立
せ
よ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
　
①
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
の
中
で
検
討
す
る
。
②
検
討
し

て
い
き
た
い
。
③
薬
局
な
ど
の
参
加
を
得
た
、

保
健
福
祉
協
力
員
制
度
の
創
設
に
取
り
組
む
。

桜
井
　
征
夫
議
員
（
社
・
民
リ
）

圏
田
介
護
保
険
の
中
で
、
住
宅
改
造
費

の
給
付
は
、
在
宅
介
護
の
質
の
確
保
に
大
変

重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
①
現
行
の
給
付
水

準
を
維
持
せ
よ
。
②
施
工
業
者
の
認
定
基
準

を
設
け
よ
。
㎝
障
害
者
の
就
職
が
難
し
い
状

況
だ
。
①
本
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
一
般
企

業
へ
の
就
労
を
支
援
せ
よ
。
②
精
神
障
害
者

の
就
労
支
援
施
設
の
建
設
を
急
げ
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
ω
①
検
討
し
て

い
き
た
い
。
②
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
い
。
田
①

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。
②
施
設
の
機

能
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
続
け
て
い
る
。

岩
本
　
激
昌
議
員
（
公
　
明
）

圏
田
北
烏
山
8
丁
目
広
場
は
、
子
ど
も

の
貴
重
な
遊
び
場
だ
。
①
広
場
を
プ
レ
イ
。
ハ

ー
ク
に
指
定
せ
よ
。
②
水
道
を
設
け
よ
．
剛

学
校
は
児
童
に
と
っ
て
絶
対
に
安
全
な
場
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
ー
ル
事
故
の
再
発

防
止
に
向
け
、
①
弦
巻
小
事
故
の
責
任
の
所

在
を
明
確
に
せ
よ
。
②
プ
ー
ル
を
使
う
授
業

に
水
泳
補
助
教
員
を
配
置
せ
よ
。
圃
福
祉
バ

ス
の
停
留
所
に
、
ベ
ン
チ
を
設
置
せ
よ
。

教
育
長
　
鳥
山
支
所
長
ほ
か
　
ω
①
利
用
者

な
ど
と
協
議
し
た
い
。
②
早
急
に
設
置
す
る
．

四
①
調
査
結
果
を
兄
て
判
断
し
た
い
。
②
検

討
し
た
い
。
囲
で
き
る
所
か
ら
実
施
す
る
。

笹
尾
　
淑
議
員
（
共
　
産
）

圏
ω
都
区
財
調
に
お
け
る
都
区
の
財
源

配
分
の
協
議
で
は
、
区
民
本
位
の
施
策
を
充

実
で
き
る
財
源
確
保
に
努
め
よ
。
㎝
千
歳
烏

山
へ
の
大
型
店
出
店
で
は
、
交
通
環
境
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
。
事
業
者
に
、
①
地
下
に

計
画
さ
れ
て
い
る
駐
車
場
の
、
他
の
場
所
へ

の
設
置
を
求
め
よ
．
②
駐
輪
場
も
増
設
さ
せ

よ
。
皿
芦
花
公
園
駅
南
側
の
街
づ
く
り
計
画

の
現
状
を
、
早
急
に
地
域
住
民
へ
説
明
せ
よ
。

区
長
　
産
業
振
興
部
長
ほ
か
　
口
強
い
決
意

で
臨
む
。
岡
①
②
地
域
環
境
に
配
慮
す
る
よ
う
、

要
請
し
て
い
く
。
圃
平
成
n
年
早
々
に
、
街

づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

小
谷
　
勝
議
員
（
自
　
民
）

闘
ω
次
期
区
長
選
で
選
ば
れ
る
区
長
の

政
策
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
①
1
1
年
度
当
初

予
算
は
、
必
要
最
小
限
の
経
費
の
み
計
上
す

る
骨
格
予
算
と
せ
よ
。
②
幹
部
職
員
の
異
動

は
、
選
挙
後
に
行
え
。
四
地
域
振
興
券
の
支

給
に
向
け
、
準
備
に
万
全
を
期
せ
。
皿
国
士

舘
坂
の
工
事
に
よ
り
、
区
役
所
周
辺
の
道
路

が
混
雑
し
て
い
る
。
解
消
策
を
講
じ
よ
。

区
長
　
助
役
　
総
務
部
長
ほ
か
　
ω
①
基
本

計
画
に
沿
っ
た
本
格
予
算
を
編
成
す
る
。
②

n
年
4
月
の
異
動
は
、
適
材
適
所
の
配
置
に

努
め
る
。
m
全
庁
的
体
制
を
整
え
る
。
皿
引

き
続
き
警
察
と
協
議
す
る
。

会
派
名
自
民
髄
自
由
民
h
党
区
議
団
公

明
口
公
明
党
区
議
団
　
共
巌
“
H
本
共
産
党

区
畿
団
　
新
風
2
ー
ロ
新
風
2
1
　
生
活
ネ
艮
生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
区
議
団
　
社
・
民
リ
H

社
民
党
・
民
室
リ
ベ
ラ
ル
　
改
革
派
”
長
期

オ
ー
ル
与
党
談
合
区
政
を
改
革
す
る
派
　
行

革
皿
番
”
世
田
谷
行
革
m
番
　
改
革
H
改
革

無
党
派
H
無
党
派
市
民

※
本
紙
で
は
、
質
問
文
中
に
個
人
名
を
掲
載

　
し
な
い
よ
う
編
集
し
て
い
る
た
め
、
個
人

　
名
部
分
は
「
O
O
」
と
表
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
マ

ー
胴
等
↓
論
総

　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
、
野

区
長
の
区
議
会
招
集

あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
姉
妹
都
宙
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
ン
バ
リ

ー
市
の
市
長
一
行
が
区
を
訪
れ
ま
し
た
。
今

後
と
も
交
流
が
一
滴
広
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
3
回
目
と
な
る
街
頭
区
政
相
談
で
は
、
ゴ

ミ
問
題
な
ど
二
百
件
を
超
え
る
相
談
を
受
け

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
区
民
の
声
を
区
政
運

営
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、
支
所
ご
と
に

主
．
要
駅
周
辺
を
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
し
、
自

転
車
利
用
者
へ
の
啓
発
と
放
置
目
転
車
の
撤

去
を
、
集
中
的
か
つ
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
都
区
制
度
改
革
に
お
け
る
清
掃
卒
業
移
管

で
は
、
収
集
・
運
搬
は
各
区
が
直
接
行
う
と

い
う
立
場
を
堅
持
し
、
区
長
会
会
長
と
し
て
、

円
滑
な
移
管
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
行
財
政
改
善
は
、
区
政
の
重
要
か
つ
緊
急

の
課
題
で
す
。
来
年
早
々
に
も
「
行
政
改
革

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
幅
広
い
意
見
を

受
け
な
が
ら
、
行
政
改
革
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
の
「
行
財
政
改
善
推
進

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
基
本

計
画
の
改
定
や
組
織
改
正
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
児
童
福
祉
で
は
、
地
域
保
健
福
祉
審
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
1
0
年
度
中
に
「
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
の
び
の
び
育
つ
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
ま
す
。

　
「
産
業
振
興
条
例
」
素
案
と
「
産
業
政
策

大
綱
」
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
「
中
小

企
業
振
興
事
業
資
金
あ
っ
旋
制
度
」
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

産
業
振
興
に
今
後
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
！
の
実
現
を
都
知
導
に
要

請
し
た
結
果
、
都
は
、
最
優
先
の
整
備
路
線

に
位
置
付
け
ま
し
た
。
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
協
議

会
と
と
も
に
、
国
や
都
へ
要
請
を
続
け
ま
す
。

　
岡
本
地
．
区
会
館
を
開
設
し
、
合
わ
せ
て
緑

豊
か
な
広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
運
営
は
地

元
自
治
会
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
効
率
的
、
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
、
健
全
な
行
財
政
運
営
の
維

持
に
全
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
全
て
の
拳
務

事
業
の
兇
直
し
を
行
う
な
ど
、
来
年
度
予
算

は
、
思
い
切
っ
た
政
策
判
断
で
編
成
し
ま
す
。

亀
叩
願
の
　
讐
．
｝

○
東
京
空
襲
犠
牲
者
氏
名
記
録
の
促
進
を
求

　
め
る
意
兄
書
採
択
に
関
す
る
陳
情

◆
区
民
生
活
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
4
件

○
地
域
商
店
街
に
影
響
を
も
た
ら
す
大
規
模

　
小
売
店
舗
「
オ
オ
ゼ
キ
上
町
店
」
の
出
店

　
計
画
に
関
す
る
陳
情

○
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
お
よ
び
内
分
泌
か
く
乱
物

　
質
（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）
の
不
安
を
減
ら
す

　
た
め
、
塩
化
ビ
ニ
ル
製
品
へ
の
対
応
を
求

　
め
る
請
願

O
大
型
店
出
店
指
導
要
綱
の
早
期
制
定
及
び

　
施
行
に
関
す
る
陳
情

○
サ
ミ
ッ
ト
㈱
仮
称
深
沢
坂
上
店
出
店
に
関

　
す
る
陳
情

◆
福
祉
保
健
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
5
件

○
「
介
護
保
険
」
導
入
に
あ
た
っ
て
の
嗣
願

○
「
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
立
に

　
関
す
る
協
議
の
場
を
求
め
る
陳
情

○
地
方
分
権
の
推
進
、
社
会
保
険
行
政
の

　
「
法
定
受
託
事
務
化
」
に
関
す
る
陳
情

○
「
学
童
ク
ラ
ブ
」
と
「
B
O
P
」
を
統
合

　
二
体
化
す
る
計
画
に
つ
い
て
の
陳
情

○
す
べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年

　
金
制
度
の
確
立
に
つ
い
て
尽
力
下
さ
る
よ

　
う
求
め
る
請
願

◆
都
市
整
備
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
2
件

○
住
友
不
動
産
が
計
画
し
て
い
る
大
型
の
マ

　
ン
シ
ョ
ン
（
仮
称
一
三
軒
茶
屋
マ
ン
シ
ョ

　
ン
）
建
設
に
関
す
る
陳
情

〇
二
子
玉
川
東
地
区
第
］
種
市
街
地
．
再
開
発

　
事
業
に
関
す
る
陳
情

◆
文
教
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
2
件

○
男
女
平
等
教
育
の
一
層
の
惟
進
と
出
席
簿

　
等
の
男
女
混
合
名
簿
の
全
校
実
施
検
討
を

　
も
と
め
る
請
願

○
区
立
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
有
効

　
利
用
そ
の
他
に
関
す
る
請
願

顛．

　
区
議
会
は
、
次
の
要
望
書
を
関
係
機
関
あ

て
に
提
出
し
ま
し
た
。

民
間
保
育
所
に
対
す
る

　
　
　
　
保
育
所
運
営
費
に
関
す
る
要
望
書

　
今
日
、
少
子
化
の
進
行
は
深
刻
な
状
況
に

あ
り
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
保
育
施
策
の
充
実
は
社
会

的
な
課
題
で
あ
り
、
公
立
及
び
民
間
保
育
所

の
運
営
基
盤
の
安
定
や
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
向
上
が
望
ま
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
東
京
都
は
、
民
間
保
育
所

運
営
費
都
補
助
金
の
包
括
化
及
び
特
例
保
育

に
対
す
る
補
助
金
の
見
直
し
を
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
民
間
保
育
所
の

運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

将
来
に
わ
た
り
、
保
育
水
準
の
低
下
や
児
童

に
対
す
る
処
遇
低
下
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
．

　
し
た
が
っ
て
、
貴
職
に
お
か
れ
て
は
、
現

在
の
保
育
の
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、
民
間

保
育
所
の
職
員
の
雇
用
や
特
例
保
育
に
対
す

る
補
助
金
に
つ
い
て
、
現
行
水
準
を
維
持
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
平
成
1
0
年
n
月
3
0
日

東
京
都
知
事
　
あ
て

編
集
後
記

O
今
岡
の
定
例
会
で
は
、
32
名
の
議
員
が
、

　
行
政
改
革
や
景
気
対
策
な
ど
の
区
政
の
様

　
々
な
課
題
に
つ
い
て
質
間
を
行
い
ま
し
た
。

　
．
区
議
会
の
活
動
が
、
区
民
の
皆
様
に
と
っ

　
て
よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

　
区
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
L
夫
を
凝
ら
し

　
て
い
き
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

　
い
た
し
ま
す
。

O
本
紙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
議

　
会
事
務
局
調
査
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
T
E
L
（
五
四
三
二
）
一
一
二

　
F
A
X
（
五
四
三
二
）
三
〇
三
〇

　ミニ

霧

　
本
紙
に
掲
載
さ
れ
た
質
問
や
答
弁
等
の
内
容
を
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
会
議
録
（
2
月
下
旬
発
行
予
定
）
を
こ

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
議
録
は
、
区
立
図
書
館
、
区
政
情
報

セ
ン
タ
ー
、
総
合
支
所
、
出
張
所
、
区
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
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